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左上のこのマークをクリックすることで目次を見ることができます 
必要な場合はご利用ください 
 

はじめに 
　本テキストはSPSSにおける因子分析の手順をまとめたものになります。本来、因子分析を行う
際は「どの分析方法を用いるか」という点と「どの回転方法を用いるか」という点を考える必要が

あります。本テキストでは「バリマックス回転」を用いた「主因子法」による分析を紹介しますが、

先行研究では他の方法が用いられている可能性もありますので、データや分析方法の特徴を鑑

みて、別の方法を選択していただければ幸いです。 
 
参考：Personality Psychology Lab Waseda Univ（SPSS統計教材>心理データ解析 Basic) 
　　　8.多変量解析(3) と 9.因子分析を使いこなす の項目を確認すれば大丈夫です 
 

やりたいこと 
●​ 性格A(＝条件A)と性格B(＝条件B)の印象の変化を調べたい 
●​ どの次元（ex.外向性など）が最も異なるかを検討したい 

 
 
 
 

https://www.f.waseda.jp/oshio.at/
https://www.f.waseda.jp/oshio.at/edu/data_b/top.html


１．データの整理方法 
因子分析を行う前にデータの並べ方を整理します。行う手順としては次の２つです 
 
　 1-1.データを縦に並べ替える 
　　Gooogleスプレッドシートだと条件Ａと条件Ｂは横並びに出力されますが 
　　それを縦に並べ替える必要があります。例えば、15人に対して２つの条件についての 
　　印象を聞いた場合は30行のデータが並ぶことになります 
 
　1-2.条件を区別するラベルを挿入する 
　　条件ごとの結果を出力する際にそのラベルを基準に分けていくので、実験番号の隣に 
　　その行の結果がどの条件のものなのかがわかるようにラベルを挿入してください。 
　　「A1条件」のように文字列で表すのではなく「0」「１」といった便宜上の順序尺度を 
　　用いることをおすすめします（SPSSは文字列を上手に扱えないので） 
 
■並べ替える前のデータ 

 
 
■並べ替えて細かい説明とかを追加したデータ 

 
 



シート上で上記の図のように並び変えることができたらそれをSPSSにコピペしてください 
SPSSにおける変数のつけ方として[変数の名前]自体は「F(actor)1」といったシンプルな 
名前にして、ラベルに「醜い-美しい」といった説明を入れてあげると扱いやすいです 
 
■SPSSの変数ビューの画面 

 
 
ここまでできたらSPSS上は次のような画面になっていると思います 
 
■SPSSのデータビューの画面 

 
 
 
 



２．因子分析の場所 
SPSSにおいて因子分析は次元分解の項目に入っています 
上のタブから[分析 > 次元分解 > 因子分析]を選択してください 

　　  
 
そのように選択すると次のような画面が出てくると思いますので 
因子分析にかける各項目(F○○)を変数欄に移動してあげたら分析の準備は完了です 

 
 



３．因子分析の設定 
とりあえずまずは、生のデータを因子分析にかけてみましょう 

3-1.[因子抽出]を開く 

 
この画面のうち[方法]の部分を変更します 
　■ [方法] ： 「主成分分析」を「主因子法」に変える 
　　※方法を選択するといろいろな方法がでてきます 
　　　そのうち「主因子法」「最尤法」「○○の最小二乗法」はどれも”因子分析”の１つです 
　　　なので「最尤法」で結果が出なかった場合、他の方法を使うのも１つの手です 
　　　ただし「主成分分析」は”因子分析”は全く異なる分析なので注意してください 
 
　〇各方法の特徴(参考：因子分析と主成分分析,因子分析の因子抽出方法について) 
　　☆主因子法：少ない因子数で説明したい場合に用いる(＝結果は出やすいけど大雑把) 
　　☆最尤法：正確な因子で説明したい場合に用いる(＝緻密だけど結果が出にくい） 
　　　最小二乗法：最尤法で結果が出なかったときに用いる 
　　　α因子法：評価項目を作成するときに用いると良き　 
 
次のような画面になったら続行をクリックして因子抽出のタブを閉じてください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.ibm.com/support/pages/%E5%9B%A0%E5%AD%90%E5%88%86%E6%9E%90%E3%81%A8%E4%B8%BB%E6%88%90%E5%88%86%E5%88%86%E6%9E%90
https://norimune.net/705


3-2. [回転] を 開く 

 
 
この画面のうち[方法]と[表示]の部分を変更します 
　■ [方法] ： 「なし」を「バリマックス」に変える 
　■ [表示] ： 「回転後の解」にチェックが入っていない場合は入れる 
 
次のような画面になったら続行をクリックして回転のタブを閉じてください 
 

 
 
Memoーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
　回転とはイメージとしては因子分析の結果をよりわかりやすくするための処理です 
　代表的なのは因子間に相関を想定しない（各因子が独立）「バリマックス回転」と 
　因子間に相関（何らかの関係性）があることを承知の上で回す「プロマックス回転」です 
　それ以外の回転方法は別に知らなくてもいいと思います 
　 
　参考：因子分析と軸の回転から【バリマックス回転】と【プロマックス回転】を理解する 

https://kotodori.jp/user-research/analytics/varimax-rotation-and-promax-rotation/


3-3.[オプション]を開く 
 

 
 
この画面のうち[係数の表示書式]の部分を変更します 
■ [係数の表示書式]： サイズによる並び変えにチェックを入れる 
 
次の画面になったら続行をクリックしてオプションのタブを閉じてください 
 

 
 
Memoーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
　[小さい係数を抑制]は指定した負荷量以下の結果を見せなくする処理です 
　チェックを入れて「.30」に設定した場合、負荷量が.30以下の数値は空白になります 
　因子構成を確認したい場合はチェックを入れるといいかもしれません 

　　　　 
 



3-4.結果を確認する 
ここまで出来たら[因子分析]のタブにあるOKをクリックしてください 
上記の手順通りに設定を指定していれば以下の６項目の結果がでていると思います 
（※もし結果が出ない場合は末尾の 4,結果が出なかった時の対処方法 をご確認ください） 
 

●​ [共通性]  
●​ [説明された分散の合計] 
●​ [因子行列] 
●​ [適合度検定] 
●​ [回転後の因子行列] 
●​ [因子変換行列] 

 
　この結果が生データをとりあえず 
　因子分析にかけた結果となります 
 

４．因子分析の手順 
　基本的に因子分析は１回かけて終わるものではありません 
　結果を確認して、より説明ができるような因子構成を導き出せないかを検討していきます 
　そこで注目するのが太字で示した[説明された分散の合計]と[回転後の因子行列]です 
 
　因子構成を整理していくにあたって最もスタンダードなのは 
　・[説明された分散の合計]を確認して「因子数を固定」し 
　・[回転後の因子行列]を確認して「説明力が弱い項目を除外」していく方法です 

　4-1.「因子数を固定」する 
　　説明された分散の合計は 
　　「その因子１つでデータ全体の情報をどれだけ説明できたか」を示しています 
　　注目してほしいのは、抽出後の負荷量平方和（水色の部分）の値です 
　　ここの数値が「その因子でデータをどれだけ説明できたか」ということを示しています 
　　（その横にでている回転後の負荷量平方和は、その説明できた量を各因子に均等に振り分けた結果です） 
 

　　 　 
　[分散の %]がその因子で説明できた度合い (e.g. 因子１の場合は約31%のデータを説明） 



　[累積%]がその因子 ＋ いままでの因子で説明できた度合いです 
　因子数の目安は累積%が50%を超える数です. 今回は「５」としました（「4」でも〇） 
　そのように暫定的に因子数を導き出したら、データを再度因子分析にかけます 
　 
　因子数を固定して因子分析を行うには[因子抽出]のタブで[抽出の基準]を 
　[固有値に基づく]から[因子の固定数]に変化させて因子数を指定すればできます 

　  
 
 
そのように因子数を固定して再度結果を確認します 
右下に載せているのが因子数を「5」で固定した結果となります 
（因子構成がわかりやすくなるように「.30」で小さい係数を抑制しています） 
 
次ページに載せているものと比べると 
因子毎の塊が大きくなり各因子が有する 
性質が理解しやすいと思います 
 
このように見通しをよくすることで 
・各因子がどういった性質か理解しやすい 
・不要項目の選定がしやすい 
 
といった利点があります 



■とりあえず因子分析にかけた結果 

 
 
Memoーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
　「スクリープロット」は各因子の説明力を視覚的に表したもの（厳密には違うかも)です 
　作成方法は[因子抽出]のタブにある[スクリープロット]にチェックをいれるだけです 
　そうしてOKを押すと右のようなグラフがでてきます. 必要な場合はご活用ください 

　 
 
 
 



 

4-2.「説明力が弱い項目を除外」していく 
暫定的に因子数を決めた後は、各因子の構造・特徴を明らかにしていくために 
因子に対しての負荷量が小さい項目や、複数の因子に負荷を与えている項目を 
分析から除外して、因子行列を洗練させていきます 
 
その際に注目するのは[回転後の因子行列]です. 要するに最終結果を見て判断します 
 

 
 
上の図はデータを因子数を「５」で固定した場合の[回転後の因子行列]です 
そのうち、負荷量の絶対値が「.40」以下の項目を黄色でハイライトしています 
今回は、これらの項目は負荷量が小さく除外してもそこまで影響がない項目(※)とし 
因子分析から除外し、再度分析をかけてください 
 
※どれだけの負荷量なら「影響がない」と判断するかは各自の判断に依りますが 
　心理データ解析Basicによると「.30」や「.40」・「.50」が１つの基準となります 
　 
 

https://www.f.waseda.jp/oshio.at/edu/data_b/top.html


　 
このような、因子数の暫定的な固定や項目の除外をひたすら繰り返していきます 
場合によっては除外した項目をまた戻したり、固定している因子数を変化させたり 
最終的には分析方法自体を変えたりして、解釈がしやすい因子行列を生み出していきます。 
ひたすらトライ＆エラーです. 
 

4-3.最終的な結果 
サンプルデータでは最終的に次のような因子行列を作成しました 
（行った操作： ） 因子行列作成の道筋

 

 
 
このように因子行列を作成出来たら、次は因子の推定を行っていきます 

https://docs.google.com/document/d/19t8VH74DNbHOsELikJw_CBfTUI6qo2Fg8YwlVj2qqi8/edit?usp=sharing


５．因子の推定 
因子がある程度決まったら次はその因子を解釈し何かしらの名前をつけます 
ですが、その前に逆転項目の処理を行った方が解釈がしやすいのでまずはそれを行います 

5-1.マイナス項目の逆転 
例えば[快い-不快な]という項目が因子1において[-.60]の負荷量がかかっている場合 
項目を逆転させ[不快な-快い]とすれば因子1への負荷は[.60]となります 
（不快に感じると因子1の得点が低くなる を 快く感じると因子１の得点が高くなる と言い換えています） 
 
今回は次の９項目が負の負荷量を与えているため逆転項目を作成し 
因子の性質をより詳らかにしていきます 
 

 
 
 



方法は次の通りです（参考：SPSSで逆転項目データを逆転させる方法 ） 

5-1-1.タブにある[変換]から[他の変数への再割り当て]を選択する 

※[同一の変数への値の再割り当て]を選択すると、値が上書きされるので注意!! 
 
 
 
 
　　選択すると下のような画面が出てきます 
 

 
 

5-1-2.値を逆転させる項目を選択して右側の箱に入れる 

 

https://smart-analytics.jp/info/spss-tips-3/


5-1-3.値の変換を設定する 

[今までの値と新しい値] というものを選択すると次のような画面が出るので 
左側の欄の[値]に「1」を、右側の欄の[値]に「７(※)」を入れて追加を押してください 
 

 
 
すると、右下のような画面になると思います 
 

 
 
このようにして変換のルールを追加していきます 
今回は７件法で項目を聞いているので「１」の逆転は「７」となっています 
（ [快い-不快]の値が「1」の反対は [不快-快い] の値が「７」ということなので) 
 
右のような設定ができたら[続行]を押して 
タブを閉じましょう 
 
※逆転項目の設定は何件法かによって 
　異なるので各自で確認をお願いします 
 



5-1-4.変換先変数の名前とラベルをつける 

一番右にある[変換先変数]欄に逆転処理を行った変数の名前などを記入します 

 
今回は名前を「F22_R(everse)」 ラベルを「悲観的な-楽観的な[N-]」としました 
(F22が[楽観的な-悲観的な[N]]という項目なのでそれの逆になるようにラベルをつけます） 
ラベル欄の下にある[変更]を押すと「F22 -> F22_R」というものが出来たと思います 
 

 
 
 
以上の処理を逆転させる項目全てに対して行います 
次以降は「値の変換の設定」はSPSS側が覚えてくれているのでする必要はありません 
項目を追加して変換先の名前とラベルを記入して変更を押す 
というのをひたすら繰り返していきます 
 
 
 



5-1-5.最終的な結果 

最終的には次のような画面になります 

 
 
ここまでできたらOKを押してください.  
データビューに逆転処理を施した値が出力されると思います 
ただ、そのままだとデータの形式や小数点の桁数が異なりますので 
変数ビューから修正を行ってください 
 

 



5-2.因子の命名 
逆転項目を反映させた上で再度因子分析をかけた結果は次の通りです 

 
 
この結果から各因子を命名していきます 
基本的には負荷量の上位３項目に適した名前をつけるといいでしょう 
今回は次のような名前を付けました 
 
因子１：安定性 
　・「楽観的」や「爽快な」といったN(神経質傾向)の逆転項目が含まれている 
　　  神経質傾向は感情の不安定性といったものと関係性が強い = 感情が安定している 
　・「平凡な」「安定した」といった項目が含まれている 
 
因子２：陰鬱性 
　・「陰気な」「暗い」といった項目が含まれている 
　・「重い」「濃い」「湿った」という項目も含めてどろどろとした意味合いがある 
 
因子３：形状 
　・「柔らかい」「複雑な」といった見た目や手触りに関する項目で構成されている 
 
因子４：協調性 
　・「親切な」と「協力的な」というA（協調性）項目が含まれている 



６．因子得点の算出と比較 
「条件Ａは条件Ｂに比べて [安定性] が有意に高かった」といったことを言うために 
各データの因子得点を計算・平均の算出、そして検定を行います 
 

6-1.因子得点の算出　 

因子分析の[得点]というタブを開いてください 
その後、[変数として保存]という欄にチェックを入れて方法を選択してください 
方法は[回帰分析]でいいと思います （参考：因子分析の因子得点 ) 

 
 
設定を行った後は[続行]をクリックしてタブを閉じ、その後OKを押して出力をしてください 
すると一番後ろの列に [FAC1_1]といったデータが挿入されているはずです 
 

 
 
これが因子得点です 
この場合、一行目のデータは[安定性]が-0.4 / [陰鬱性]が 0.4 …といったことを示しています 
 
次はこの得点を条件ごとに集計して平均などを算出していきます 
 
 
 

https://www.ibm.com/docs/ja/spss-statistics/saas?topic=analysis-factor-scores


6-2.因子得点の検定　 

基本的には と同じ手順を踏んでいきます 分析方法_学部生版
ただ、事前にデータを再度整理する必要があります 

6-2-1.データを再度整理する 

[1.データの整理] で用いたExcelファイルを開いて新しいシートを作成し 
[ID]・[条件]・[因子得点]の結果を張り付けましょう 

 
 
次に、このデータを「条件ごと」に並び変えます 
 

 

https://docs.google.com/document/d/1T3vTYsysBg1TVoSfBg7604MUkL5ZZ_sa25bMyr4-Bx8/edit#heading=h.i3rxh8rgg662


 
それができたら、SPSSで新規のデータを作成しそこにコピペしましょう 
どの列がどういったデータなのか変わるように、変数などは設定してください 
 
■SPSSの変数ビューの画面 

 
 
■SPSSのデータビューの画面 

 
 
あとはデータの性質に応じて検定を行うだけです 
 

6-2-2.差の検定(未完成） 

■対応ありの検定を行う場合 
  の手順にそって行ってください 分析方法_学部生版
 
■対応なしの検定を行う場合 
 
 
 
 

https://docs.google.com/document/d/1T3vTYsysBg1TVoSfBg7604MUkL5ZZ_sa25bMyr4-Bx8/edit#heading=h.i3rxh8rgg662


７．結果が出なかったときの対処方法 
本章は何らかの原因で因子分析の結果が出力されなかった時の対処方法を載せています 
これ以外の事例が確認された場合は、追記していただけると幸いです 
 
■「この行列は正値行列ではありません。」と出て結果がでない 
　→データの数が足りていない可能性があります 
　　 データの数を増やすことが出来ない場合は、因子抽出の方法を変更するか 
　　 因子分析を行う項目を減らすことによって分析ができるようになるかもしれません 
　 
■「・・・局所的な最小値が見つかりませんでした」と出て因子行列がでない 
　→試みられた因子数±1~2で固定して分析することで結果が出るかもしれません 
　　もしくは、反復の回数を増やすことでも対応できるかもしれません 
 
■「・・・変数の共通性が1.0を超えました」と出て因子行列がでない 
　→因子Aと因子Bを上手に区別できなかったということを示しているので 
　　試みられた因子数より少ない数を指定して再度実行してみてください 
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